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１．損益計算書の状況 
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◆1-1 連結情報 

 ４期連続の増収、６期連続の営業利益増益を達成しました。 

 売上高は、国内でのオフィス家具販売が引き続き好調に推移するとともに、海外事業も伸長

し、前年同期比3.8％増の3,042億円となりました。 

 営業利益は、増収に伴う売上総利益の増加やファニチャー関連事業の売上総利益率の改善

により、前年同期比46.1％増の111億円となりました。また、経常利益は為替差益の減少があっ

たものの、前年同期比23.2％増の118億円、当期純利益は特別損益（特別利益14億円、特別損

失25億円）の計上等により、前年同期比24.6％増の63億円となりました。 

（単位：百万円）

売 上 高 293,054 304,276 ＋11,222 ＋3.8%

売 上 総 利 益 96,450 101,009 ＋4,559 ＋4.7%

（率） (32.9%) (33.2%) (＋0.3p)

販売費及び一般管理費 88,851 89,906 ＋1,055 ＋1.2%

（率） (30.3%) (29.5%) (△0.8p)

営 業 利 益 7,598 11,102 ＋3,504 ＋46.1%

（率） (2.6%) (3.6%) (＋1.1p)

経 常 利 益 9,643 11,880 ＋2,237 ＋23.2%

（率） (3.3%) (3.9%) (＋0.6p)

当 期 純 利 益 5,065 6,312 ＋1,247 ＋24.6%

（率） (1.7%) (2.1%) (＋0.3p)

（注）連結子会社20社・持分法適用関連会社１社
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◆1-2 売上高 
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１．損益計算書の状況 

 売上高は、国内でのオフィス家具販売が引き続き好調に推移するとともに、海外事業も伸長

し、前年同期比3.8％増の3,042億円となりました。 

（単位：百万円） 

0 

～ ～ 

（単位：百万円）

23年12月期 24年12月期 25年12月期 26年12月期 27年12月期
前年差額

（前年率差）
増減率

260,004 275,821 288,083 293,054 304,276 ＋11,222 ＋3.8%

86,659 89,219 93,408 96,450 101,009 ＋4,559 ＋4.7%

(33.3%) (32.3%) (32.4%) (32.9%) (33.2%) (＋0.3p)

82,587 84,366 86,981 88,851 89,906 ＋1,055 ＋1.2%

(31.8%) (30.6%) (30.2%) (30.3%) (29.5%) (△0.8p)

4,072 4,852 6,426 7,598 11,102 ＋3,504 ＋46.1%

(1.6%) (1.8%) (2.2%) (2.6%) (3.6%) (＋1.1p)

4,098 6,142 8,276 9,643 11,880 ＋2,237 ＋23.2%

(1.6%) (2.2%) (2.9%) (3.3%) (3.9%) (＋0.6p)

△ 5,460 2,428 4,804 5,065 6,312 ＋1,247 ＋24.6%

(△2.1%) (0.9%) (1.7%) (1.7%) (2.1%) (＋0.3p)

（率）
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売 上 総 利 益

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

（率）

（率）
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（率）

営 業 利 益

経 常 利 益

当 期 純 利 益
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◆1-3 売上総利益 
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 売上総利益は、増収やファニチャー関連事業の売上総利益率の改善により、前年同期比

4.7％増の1,010億円となりました。 

 売上総利益率は、円安の進行に伴う原材料価格及び仕入商品価格の高騰による原価の上

昇がありましたが、価格改定の浸透及びコストダウンの推進に努めた結果、33.2％となりまし

た。 

１．損益計算書の状況 

（単位：百万円） 

（単位：百万円）

23年12月期 24年12月期 25年12月期 26年12月期 27年12月期
前年差額

（前年率差）
増減率

260,004 275,821 288,083 293,054 304,276 ＋11,222 ＋3.8%

86,659 89,219 93,408 96,450 101,009 ＋4,559 ＋4.7%

(33.3%) (32.3%) (32.4%) (32.9%) (33.2%) (＋0.3p)

82,587 84,366 86,981 88,851 89,906 ＋1,055 ＋1.2%

(31.8%) (30.6%) (30.2%) (30.3%) (29.5%) (△0.8p)

4,072 4,852 6,426 7,598 11,102 ＋3,504 ＋46.1%

(1.6%) (1.8%) (2.2%) (2.6%) (3.6%) (＋1.1p)

4,098 6,142 8,276 9,643 11,880 ＋2,237 ＋23.2%

(1.6%) (2.2%) (2.9%) (3.3%) (3.9%) (＋0.6p)

△ 5,460 2,428 4,804 5,065 6,312 ＋1,247 ＋24.6%

(△2.1%) (0.9%) (1.7%) (1.7%) (2.1%) (＋0.3p)

（率）
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◆1-4 販売費及び一般管理費 
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 販売費及び一般管理費は、物流費は増加しましたが、固定費の増加抑制に努めたことから、

前年同期比1.2％増の899億円となり、売上高販管費率は29.5％となりました。 

１．損益計算書の状況 

（単位：百万円） 

（単位：百万円）

23年12月期 24年12月期 25年12月期 26年12月期 27年12月期
前年差額

（前年率差）
増減率

260,004 275,821 288,083 293,054 304,276 ＋11,222 ＋3.8%

86,659 89,219 93,408 96,450 101,009 ＋4,559 ＋4.7%

(33.3%) (32.3%) (32.4%) (32.9%) (33.2%) (＋0.3p)

82,587 84,366 86,981 88,851 89,906 ＋1,055 ＋1.2%

(31.8%) (30.6%) (30.2%) (30.3%) (29.5%) (△0.8p)

4,072 4,852 6,426 7,598 11,102 ＋3,504 ＋46.1%

(1.6%) (1.8%) (2.2%) (2.6%) (3.6%) (＋1.1p)

4,098 6,142 8,276 9,643 11,880 ＋2,237 ＋23.2%

(1.6%) (2.2%) (2.9%) (3.3%) (3.9%) (＋0.6p)

△ 5,460 2,428 4,804 5,065 6,312 ＋1,247 ＋24.6%

(△2.1%) (0.9%) (1.7%) (1.7%) (2.1%) (＋0.3p)

（率）
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◆1-5 営業利益及び経常利益 
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 営業利益は、増収に伴う売上総利益の増加やファニチャー関連事業の売上総利益率の改善

により、前年同期比46.1％増の111億円となりました。 

 経常利益は、為替差益の減少があったものの、前年同期比23.2％増の118億円となりました。 

１．損益計算書の状況 

（単位：百万円） 

（単位：百万円）

23年12月期 24年12月期 25年12月期 26年12月期 27年12月期
前年差額

（前年率差）
増減率

260,004 275,821 288,083 293,054 304,276 ＋11,222 ＋3.8%

86,659 89,219 93,408 96,450 101,009 ＋4,559 ＋4.7%

(33.3%) (32.3%) (32.4%) (32.9%) (33.2%) (＋0.3p)

82,587 84,366 86,981 88,851 89,906 ＋1,055 ＋1.2%

(31.8%) (30.6%) (30.2%) (30.3%) (29.5%) (△0.8p)

4,072 4,852 6,426 7,598 11,102 ＋3,504 ＋46.1%

(1.6%) (1.8%) (2.2%) (2.6%) (3.6%) (＋1.1p)

4,098 6,142 8,276 9,643 11,880 ＋2,237 ＋23.2%

(1.6%) (2.2%) (2.9%) (3.3%) (3.9%) (＋0.6p)

△ 5,460 2,428 4,804 5,065 6,312 ＋1,247 ＋24.6%

(△2.1%) (0.9%) (1.7%) (1.7%) (2.1%) (＋0.3p)

（率）

売 上 高

売 上 総 利 益

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

（率）

（率）

（率）

（率）

営 業 利 益

経 常 利 益

当 期 純 利 益
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当期純利益 売上高当期純利益率 

◆1-6 当期純利益 
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１．損益計算書の状況 

（単位：百万円） 

 当期純利益は特別損益の計上等により、前年同期比24.6％増の63億円となりました。 

 

  ○特別利益・・・関係会社株式売却益 12億円、投資有価証券売却益 ２億円 

  ○特別損失・・・製品自主回収関連損失 14億円、減損損失 ９億円 等 

（単位：百万円）

23年12月期 24年12月期 25年12月期 26年12月期 27年12月期
前年差額

（前年率差）
増減率

4,098 6,142 8,276 9,643 11,880 ＋2,237 ＋23.2%

(1.6%) (2.2%) (2.9%) (3.3%) (3.9%) (＋0.6p)

△7,888 △880 △455 △2,015 △1,069 ＋946 －

特 別 利 益 ＋1,187 ＋2,063 ＋1,380 ＋1,408 ＋1,450 ＋42 ＋3.0%

特 別 損 失 △ 9,075 △ 2,943 △ 1,835 △ 3,423 △ 2,519 ＋904 －

△ 3,789 5,262 7,821 7,628 10,812 ＋3,184 ＋41.7%

(△1.5%) (1.9%) (2.7%) (2.6%) (3.6%) (＋1.0p)

1,671 2,834 3,017 2,563 4,500 ＋1,937 ＋75.6%

△ 5,460 2,428 4,804 5,065 6,312 ＋1,247 ＋24.6%

(△2.1%) (0.9%) (1.7%) (1.7%) (2.1%) (＋0.3p)（率）

法 人 税 等

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益

特 別 損 益

経 常 利 益

当 期 純 利 益

（率）

（率）
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２．貸借対照表の状況 

資産の部 
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その他流動資産 

（単位：億円） 

△150 

2,863 

負債・純資産の部 

27年12月末 

（単位：億円） 

320 

628 

76 

97 

607 

469 

567 

△143 

1,397 

182 

158 

338 

473 

243 

自己株式 

現金及び 
現金同等物 

売上債権 

たな卸資産 

その他固定資産 

投資有価証券 

有形固定資産 

無形固定資産 

仕入債務 

有利子負債 

その他負債 

資本金 

資本剰余金 

利益剰余金 

評価差額など 

26年12月末 

2,737 

212 

95 

27年12月末 26年12月末 

差額 

＋125 

＋30 

＋36 

＋8 

＋89 

△11 

差額 

＋5 

△15 

＋31 

＋47 

＋64 

±0 

△8 

＋4 

△5 

△0 

主な増減要因 

主な増減要因 

当期純利益 ＋63 
配当金支払 △17 

有価証券時価上昇 

△27 

△143 

1,350 

190 

158 

306 

468 

258 

147 

 総資産は、前年同期末より125億円増加し、2,863億円となりました。 

※億円未満を切り捨てて表記しています。そのため合計が一致しない場合があります。 

営業キャッシュフロー ＋120 
設備投資 △55 
有利子負債返済 △15 
配当金支払 △17 

有価証券時価上昇 



＜キャッシュフロー＞ 
 営業キャッシュフローは120億円、投資キャッシュフローは△31億円となり、 
 フリーキャッシュフロー（※）は88億円となりました。 
 また、財務キャッシュフローは△56億円となりました。 
 

 以上の結果、当期末の現金及び現金同等物は、期首から30億円増加し、 
 469億円となりました。 

 

（※） フリーキャッシュフロー＝営業キャッシュフロー＋投資キャッシュフロー 

＜設備投資＞ 
 設備投資は、55億円を実施しました。 

３．キャッシュフロー・設備投資の状況 
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27年12月末 26年12月末 

営業CF 
財務CF 

投資CF 

（単位：億円） 

□ 現金及び現金同等物の増減内訳 
      27年12月期  ＜１～12月＞ 

（単位：億円） 

その他 

（単位：億円） 

□ 設備投資の推移 

フリーキャッシュフロー ＋88億円 

増加 
＋30 

現金及び 
現金同等物 

439 

△31 

＋120 △56 
△2 

 
現金及び 

現金同等物 

469 

※億円未満を切り捨てて表記しています。そのため合計が一致しない場合があります。 

□ キャッシュ・フロー計算書 
     27年12月期 ＜１～12月＞ 
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23年12月期 24年12月期 25年12月期 26年12月期 27年12月期 

建物 システム 機械 その他 

◆営業キャッシュフロー ＋120

税金等調整前当期純利益 ＋108

減価償却費 ＋71

減損損失 ＋9

たな卸資産の増減 △10

債権債務の増減 △31

法人税等の支払 △45

その他 ＋18

◆投資キャッシュフロー △31

関係会社株式売却収入 ＋16

設備投資 △55

その他 ＋7

◆財務キャッシュフロー △56

配当金の支払 △17

借入金の増減 △15

リース債務の返済 △11

その他 △11



□配当について 

 ・利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

 ・１株当たり配当金 

４．株主還元 

通期：１７円５０銭 （中間配当金 ７円５０銭、期末配当金 １０円＜予定＞） 

当社は、中長期にわたる企業価値の最大化に向けて、持続的な事業の成長に努
め、維持することで、株主への利益配当額の向上に取り組んでいきます。株主還
元の目標として、平成30年12月期までに配当性向25％を目指します。 

当期の１株当たり配当金は、当初の予定の15円に加えて、創業110周年記念配当
２円50銭を実施し、17円50銭（中間配当金７円50銭、期末配当金10円）とする予定
です。 

次期は、１株当たり15円の配当を予定しており、配当性向は21.4％となる見込みで
す。 
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◆5-1 ステーショナリー関連事業 

 売上高は、国内、海外事業とも伸長し、前年同期比4.2％増の975億円となりました。 
 営業利益は、国内事業では、円安の進行に伴う原材料価格及び仕入商品価格の高騰に対し、
価格改定の浸透に努めたことに加え、海外事業の改善により、前年同期比5.1％増の46億円と
なりました。 

※24年12月期より「ステーショナリー関連事業」「ファニチャー関連事業」「通販・小売関連事業」の３セグメントに

て開示しております。そのため、23年12月期の実績値は新セグメントに置き換えております。 

※売上高は、外部売上高と内部売上高を合算した数値を記載しております。 

売 上 高 営 業 利 益 
売上高営業利益率 （単位：百万円） （単位：百万円） 

23年 
12月期 

24年 
12月期 

25年 
12月期 

26年 
12月期 

27年 
12月期 

23年 
12月期 

24年 
12月期 

25年 
12月期 

26年 
12月期 

27年 
12月期 

（単位：百万円）

23年12月期 24年12月期 25年12月期 26年12月期 27年12月期
前年差額

（前年率差）
増減率

売 上 高 86,879 92,122 90,115 93,646 97,553 ＋3,907 ＋4.2%

営 業 利 益 7,049 5,303 5,937 4,450 4,676 ＋226 ＋5.1%
（率） (8.1%) (5.8%) (6.6%) (4.8%) (4.8%) (＋0.0p)



△ 1,558 

102 

1,592 

4,155 

6,375 

△1.5% 

0.1% 

1.4% 

3.4% 

5.0% 

△2.0% 

△1.0% 

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

6.0%

7.0%

△ 2,000 

△ 1,000 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

23年12月期 24年12月期 25年12月期 26年12月期 27年12月期 

101,926 
105,278 

114,625 
120,695 

126,354 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

23年12月期 24年12月期 25年12月期 26年12月期 27年12月期 

５．事業セグメントの損益状況 
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◆5-2 ファニチャー関連事業 

 売上高は、国内事業の牽引により、前年同期比4.7％増の1,263億円となりました。 
 営業利益は、国内事業の増収による売上総利益の増加並びに価格改定及び工場収支の改
善等に伴う売上総利益率の向上により、前年同期比53.4％増の63億円となりました。 

※24年12月期より「ステーショナリー関連事業」「ファニチャー関連事業」「通販・小売関連事業」の３セグメントに

て開示しております。そのため、23年12月期の実績値は新セグメントに置き換えております。 

※売上高は、外部売上高と内部売上高を合算した数値を記載しております。 

売 上 高 営 業 利 益 
売上高営業利益率 （単位：百万円） （単位：百万円） 

23年 
12月期 

24年 
12月期 

25年 
12月期 

26年 
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27年 
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23年 
12月期 

24年 
12月期 

25年 
12月期 

26年 
12月期 

27年 
12月期 

（単位：百万円）

23年12月期 24年12月期 25年12月期 26年12月期 27年12月期
前年差額

（前年率差）
増減率

売 上 高 101,926 105,278 114,625 120,695 126,354 ＋5,659 ＋4.7%

営 業 利 益 △ 1,558 102 1,592 4,155 6,375 ＋2,220 ＋53.4%
（率） (△1.5%) (0.1%) (1.4%) (3.4%) (5.0%) (＋1.6p)
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◆5-3 通販・小売関連事業 

 売上高は、ＬｍＤ株式会社の連結除外（※）による減収があったものの、カウネット及びアクタス
の増収により、前年同期比2.3％増の1,096億円となりました。 
 営業利益は、カウネットにおける物流費の上昇やアクタスの新規出店に伴う先行費用の増加
等がありましたが、増収に伴う売上総利益の増加により、前年同期比16.2％増の24億円となり
ました。 

※24年12月期より「ステーショナリー関連事業」「ファニチャー関連事業」「通販・小売関連事業」の３セグメントに

て開示しております。そのため、23年12月期の実績値は新セグメントに置き換えております。 

※売上高は、外部売上高と内部売上高を合算した数値を記載しております。 

売 上 高 営 業 利 益 
売上高営業利益率 （単位：百万円） 

（※）平成26年９月１日に当社の連結子会社であった「ザ・コンランショップ」の運営会社であるＬｍＤ株式会社の全保有株式を譲渡しました。 

（単位：百万円） 

23年 
12月期 

24年 
12月期 

25年 
12月期 

26年 
12月期 

27年 
12月期 

23年 
12月期 

24年 
12月期 

25年 
12月期 

26年 
12月期 

27年 
12月期 

（単位：百万円）

23年12月期 24年12月期 25年12月期 26年12月期 27年12月期
前年差額

（前年率差）
増減率

売 上 高 100,764 106,425 110,531 107,138 109,639 ＋2,501 ＋2.3%

営 業 利 益 1,782 2,364 1,552 2,073 2,408 ＋335 ＋16.2%
（率） (1.8%) (2.2%) (1.4%) (1.9%) (2.2%) (＋0.3p)



６．28年12月期の見通し 

 次期の業績は、売上高3,100億円、営業利益120億円、経常利益128億円、親会社株主に帰
属する当期純利益83億円を見込んでいます。 

※当社は、平成27年10月１日付の連結子会社２社との合併に伴い、純粋持株会社から事業会社に移行した

ため、平成28年12月期より、連結子会社に対するグループ経営運営料の徴収を廃止します。これにより、各

事業セグメントの営業費用は、前期に比べて、ステーショナリー関連事業で６億円（第２四半期累計では３億

円）、ファニチャー関連事業で９億円（第２四半期累計では５億円）、通販・小売関連事業で６億円（第２四半期

累計では３億円）それぞれ減少を見込んでいます。 
 

※この資料に記述されている予想数値は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したも

のであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
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◆6-1 連結業績の見通しについて 

第２四半期累計 (単位：百万円)

161,249 164,400 ＋3,151 ＋2.0%

ス テ ーシ ョナ リー 52,947 54,200 ＋1,253 ＋2.4%

フ ァ ニ チ ャ ー 69,019 69,400 ＋381 ＋0.6%

通 販 ・ 小 売 54,594 56,600 ＋2,006 ＋3.7%

調 整 額 △ 15,311 △ 15,800 △489 -

（率） 8,882 (5.5%) 9,400 (5.7%) ＋518 ＋0.2p ＋5.8%

ス テ ーシ ョナ リー （率） 3,506 (6.6%) 4,050 (7.5%) ＋544 ＋0.9p ＋15.5%

フ ァ ニ チ ャ ー （率） 5,264 (7.6%) 6,350 (9.1%) ＋1,086 ＋1.5p ＋20.6%

通 販 ・ 小 売 （率） 1,390 (2.5%) 1,600 (2.8%) ＋210 ＋0.3p ＋15.1%

調 整 額 △ 1,278 △ 2,600 △1,322 -

（率） 9,814 (6.1%) 9,900 (6.0%) ＋86 △0.1p ＋0.9%

（率） 6,037 (3.7%) 6,400 (3.9%) ＋363 ＋0.1p ＋6.0%

通　期 (単位：百万円)

304,276 310,000 ＋5,724 ＋1.9%

ス テ ーシ ョナ リー 97,553 99,700 ＋2,147 ＋2.2%

フ ァ ニ チ ャ ー 126,354 127,800 ＋1,446 ＋1.1%

通 販 ・ 小 売 109,639 112,700 ＋3,061 ＋2.8%

調 整 額 △ 29,269 △ 30,200 △931 -

（率） 11,102 (3.6%) 12,000 (3.9%) ＋898 ＋0.2p ＋8.1%

ス テ ーシ ョナ リー （率） 4,676 (4.8%) 5,600 (5.6%) ＋924 ＋0.8p ＋19.7%

フ ァ ニ チ ャ ー （率） 6,375 (5.0%) 8,900 (7.0%) ＋2,525 ＋1.9p ＋39.6%

通 販 ・ 小 売 （率） 2,408 (2.2%) 2,500 (2.2%) ＋92 ＋0.0p ＋3.8%

調 整 額 △ 2,358 △ 5,000 △2,642 -

（率） 11,880 (3.9%) 12,800 (4.1%) ＋920 ＋0.2p ＋7.7%

（率） 6,312 (2.1%) 8,300 (2.7%) ＋1,988 ＋0.6p ＋31.5%

営 業 利 益

経 常 利 益

親 会 社 株 主に帰属 する
当 期 純 利 益

売 上 高

27年12月期
通期 実績
（12ヶ月）

28年12月期
通期 予想
（12ヶ月）

前年差額 前年率差 増減率

売 上 高

27年12月期
第２四半期累計 実績

（６ヶ月）

28年12月期
第２四半期累計 予想

（６ヶ月）
前年差額 前年率差 増減率

経 常 利 益

親 会 社 株 主に帰属 する
四 半 期 純 利 益

営 業 利 益



275,821 

288,083 
293,054 

304,276 
310,000 

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

24年12月期 25年12月期 26年12月期 27年12月期 28年12月期 

（予想） 

4,852 

6,426 

7,598 

11,102 

12,000 

1.8% 

2.2% 

2.6% 

3.6% 
3.9% 

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

6.0%

7.0%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

24年12月期 25年12月期 26年12月期 27年12月期 28年12月期 

（予想） 

6,142 

8,276 

9,643 

11,880 

12,800 

2.2% 

2.9% 

3.3% 

3.9% 
4.1% 

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

6.0%

7.0%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

24年12月期 25年12月期 26年12月期 27年12月期 28年12月期 

（予想） 

2,428 

4,804 
5,065 

6,312 

8,300 

0.9% 

1.7% 
1.7% 

2.1% 

2.7% 

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

24年12月期 25年12月期 26年12月期 27年12月期 28年12月期 

（予想） 

◆6-2 連結業績の推移 

（単位：百万円） （単位：百万円） 

（単位：百万円） （単位：百万円） 

■売上高 ■営業利益 売上高営業利益率 

■経常利益 売上高経常利益率 ■親会社株主に帰属する当期純利益 売上高当期純利益率 

６．28年12月期の見通し  （ご参考） 
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◆6-3 セグメント別業績の推移 

６．28年12月期の見通し  （ご参考） 

＜ステーショナリー関連事業＞ ＜ファニチャー関連事業＞ ＜通販・小売関連事業＞ 

売上高            （単位：百万円） 

営業利益          （単位：百万円） 
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※当社は、平成27年10月１日付の連結子会社２社との合併に伴い、純粋持株会社から事業会社に移行し

たため、平成28年12月期より、連結子会社に対するグループ経営運営料の徴収を廃止します。これによ

り、各事業セグメントの営業費用は、前期に比べて、ステーショナリー関連事業で６億円、ファニチャー関連

事業で９億円、通販・小売関連事業で６億円それぞれ減少を見込んでいます。 

（単位：百万円）

26年12月期 27年12月期
28年12月期

（予想）
前年差額

（前年率差）
増減率

ステーショナリー

売 上 高 93,646 97,553 99,700 ＋2,147 ＋2.2%

営 業 利 益 4,450 4,676 5,600 ＋924 ＋19.7%

（率） (4.8%) (4.8%) (5.6%) (＋0.8p)

ファニチャー

売 上 高 120,695 126,354 127,800 ＋1,446 ＋1.1%

営 業 利 益 4,155 6,375 8,900 ＋2,525 ＋39.6%

（率） (3.4%) (5.0%) (7.0%) (＋1.9p)

通販・小売

売 上 高 107,138 109,639 112,700 ＋3,061 ＋2.8%

営 業 利 益 2,073 2,408 2,500 ＋92 ＋3.8%

（率） (1.9%) (2.2%) (2.2%) (＋0.0p)
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７．主なトピックス 

 当社は、12月７日・８日の２日間、東京ショールームにおいて、ファニチャー商材を中心にし

た新製品を体感できる「2016 コクヨ新製品フェア」を開催しました。  

 今回のテーマは「be- 個性が活きる、自分らしく働ける場所。」。 

 オフィスは、ただ働くだけの場所ではなく、多様な個性を持った人々が集まり、働く人が気持

ち良く過ごせる場所でありたい、というメッセージを込めています。高齢化や労働人口の減少

により、介護や育児をしながら働く人など、一人ひとりの生活環境や価値観を受け入れること

は、企業にとって大きな課題となっています。 

 当社は、Life & Work Style Companyとして、これからのオフィス作りのあり方を考え、多様化

する個人の生き方を尊重した、新しいワークスタイルを提案しています。 

 

 

－新製品一例－ 

～テーマは『be- 個性が活きる、自分らしく働ける場所。』～ 

「2016コクヨ新製品フェア」開催 

オフィスチェアー「Ｄｕｏｒａ（デュオラ）」 

ガラスパーティション「プランナーウォール21 LIM（リム）」 

木製ロビーチェアー「Refina（レフィナ）」 



 当社は、使う人の視点で優れた商品デザ

インを広く一般ユーザーから集めて、商品

化をめざすコンペティション「コクヨデザイン

アワード」で受賞した作品の中から、「ゴム

バンド＜和ごむ＞」を商品化し、発売しまし

た。 

 「和ごむ」は、何度あっても良いという意

味を持つ、水引の蝶結びをモチーフにした

ゴムバンドで、輪ゴムの“とめる”機能に、

ちょっと気の利いた“気持ち”をプラスでき

るアイテムです。色は、昔から縁起が良い

とされる「紅（あか）」「桃（もも）」「白藍（しら

あい）」「萌木（もえぎ）」の４色をご用意しま

した。 

 ちょっとしたお礼やプレゼントに添えてお

使いいただけます。 
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７．主なトピックス 

～コクヨデザインアワード受賞作品～ 

気持ちを伝える「和ごむ」を発売 

 株式会社アクタスは、11月19日に開業した“ららぽーとEXPOCITY（大阪府吹田市）”に『アクタ
ス・EXPOCITY店』をオープンしました。 
 1970年大阪万博、当時の世界中の先端技術が一堂に会し、それを目にした多くの人々が、
技術の進歩による豊かな暮らしへの夢を描き、その後の発展の原動力となりました。こうした歴
史的な背景を持つ、万博跡地にオープンするEXPOCITY店のコンセプトは『STYLE 
PLATFORM』。かつてこの地に世界の技術と文化が集い、メッセージを発する文化のプラット
フォームとなったように、インテリアをはじめ、ファッションやフードなど、さまざまなエッセンスで
つくられる“美しい暮らしかた（スタイル）”を提案するプラットフォームになるという思いを表現す
るショップです。 

 

『アクタス・EXPOCITY店』をオープン 

「和ごむ」（左から、紅色、桃色、白藍色、萌木色） 

アクタス・EXPOCITY店 

「和ごむ」の使用例 

 なお、株式会社アクタスは、平成27年に、 
「アクタス・EXPOCITY店」の他、「アクタス・富
士見店」（埼玉）、「アクタスコンテナ・酒々井
店」（千葉）、「アクタス・二子玉川店」（東京）、
「スローハウス・二子玉川」（東京）、「アクタ
ス・立川店」（東京）の合計６店舗をオープンし
ました。 


